
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習の喜びや充実感の醸成 

・振り返りカードの活用による自己評価，相互評価 

・終わりの挨拶（活動への賞賛） 

○めあてを達成させるための活動 

・新しい言語材料のインプット 

・コミュニケーション活動，自己表現活動 

・絵本の読み聞かせ 

 
○英語の時間の雰囲気作り，動機付け 

・前時までに親しんだ表現（歌・チャンツ等） 
・既習表現を使用する帯活動（Ｓｍａｌｌ Ｔａｌｋ等） 
・めあての確認 

 

1 現状及び課題 

 

 

○学校総体としての校内研修等の充実 

 ・授業研究会の実施（年間２回程度） 
 ・小学校外国語活動・外国語研修ガイドブックの活用 

○小中連携の一層の充実 

 ・学習内容や指導方法，及び教材・教具等の連携 

 

  【具体的な指導例】（１時間の授業パターン） 【授業でこれから大切にしてほしいこと】（１単元を通した授業設計） 

平成３０年度小学校外国語活動の指導の重点 

【本県の課題】 
○ 学校総体としての校内研修等の充実 （H29教育指導の反省から）  
  ・外国語活動等に関する研究授業を実施した学校の割合 78％ 
○ 平成32年度からの新学習指導要領全面実施に向けた，教員の指導力・  
 英語力向上の取組の強化 

【指導の重点】 
○ １単元を通した授業設計         ○ １時間の授業パターンの確立 
○ コミュニケーション活動の充実 
○ 小中連携の一層の充実 
○ 学校総体としての校内研修等の充実 

熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

◆新学習指導要領の趣旨を踏まえて取り組むこと 

Warm up 
 

本時の活動 

まとめ    
・振り返り 

○コミュニケーション活動の充実 

 ・コミュニケーションを行う目的や場面，状況等を明確にした言語活動を  

  設定する。（「聞くこと」中心の活動から，段階的に「話すこと」へ） 
○Small Talkの実施（高学年） 
  ・既習事項を繰り返し使用できる機会を設定し，その定着を図る。 

  ・対話を続けるための基本的な表現の定着を図る。 

※「何のために」「どのような活動を」「どのような方法，順序で」指導してい 
 くかを明確にした上で，指導する。 

 

 

 

 

 

 

        

第４次 

 

  

   単元終末で目指す児童の具体の姿及び単元を通
して児童に身に付けさせたい力を明確にした上で，
単元目標を設定する。 

 単元のゴールの設定 

 

 

・自分自身のことを伝え合わせること 

・伝え合う目的があること 

・伝え合う内容がお互いに未知であること 

課題を達成するコミュニケーション活動 
第３次  

興味・関心を高
める，必然性の
ある場面設定 

 

第２次 
 

 

・必要な表現に慣れ親しむための言語活動 

表現（やり取り）により慣れる活動 

第１次 

 

 

・映像資料による導入，歌，チャンツ，ゲーム等 

新しい語彙や表現に慣れる活動 

〈読むこと〉                                                       
内容を推測しながら読み，意味が分
かるようにする。 

〈書くこと〉 
書き写すことができるようにする。 

音声で十分慣れ親し
んだ語句や基本的な
表現について，目的
意識をもって 

バ 

ッ 

ク 

ワ 

ー 

ド 

デ 

ザ 

イ 

ン 

【高学年の「読むこと」「書くこと」の指導について】 


